
























































































































































































館屋上〕と丹沢 【大山 (標高 1252m)､丹沢
山 (標高 1673m)､三国山 (標高 1343m)､



































































は､図 2.2に示 した 5段のフィルターホルダ
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横浜 〔神奈川大学 7号館屋上〕と丹沢 【大
-22-
山 (標高 1252m)､丹沢山 (標高 1673 m)､
三国山(標高 1343m)､菰釣山(標高 1379m)､
槍洞丸(標高 1601∩)〕で大気中ガス成分(NH3､
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図 2.10 2005年 6月～9月の菰釣山における各ガス成分濃度
･24･
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pH メータ- (東亜電波工業 pH メータ一
m1-60S)






































を過純水(比抵抗値 18.3 E2cm以上)で希釈 し
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_環地 点___‥ " __





































































































































































































































西部 に位置す る丹沢大山にて行 った (図
2.33)｡また､気温､相対湿度､風向風速､降
雨強度も観測 した｡それぞれの採取地点､観





























































○ ICP-AES セイ コー電子 工業株 式会社
ICP-AESSPS1500VRrt､Ar:160.000nm､検
出器走査速度 :40.Onm/min､積算回数 :1回
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図 2.34 2006年林外雨の標高分布
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図 2.48に､大山の標高 680m (谷底部)､




期間に合わせ､05年 11月 24日～06年 3月 7
日を冬季､3月 7日～5月 31日を春季､5月
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